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NEWS

木村三樹男さん（杉戸夏まつり実行委員会）に聞く

杉戸夏まつり

公益社団法人自彊術普及会　人生 100 年クラブ
イベントレポート

コミセン団体紹介

すぎと News とは？

小学生のためのなつやすみこどもワークショップ
暑さまっただ中の2024年７月28日（日）、コ
ミュニティセンターでは子どもたちがものづく
りにチャレンジする「小学生のためのなつやす
みこどもワークショップ」を開催しました。こ
のワークショップは、しごと創造ファクトリー
ひとつ屋根の下内に設置されている100人商店街
に出店中のクリエイターの協力で実施されたも
のです。当日は会場に溢れんばかりの親子が集
まり、ふわふわのモールで作る犬のぬいぐるみ
や、ポップなカラーパーツを使ったイニシャル
キーホルダーなど、思い思いの作品にチャレン
ジ。「楽しかった」「難しかったけどよくでき
てうれしかった」など、喜びや達成感を感じる
声を聞くことができました。
また、杉戸将棋愛好会の子ども将棋教室も開催
され、将棋の駒の動かし方を教わりながら、み
んな真剣に取り組んでいました。
ものづくりと一緒に夏休みの思い出も作れたの
ではと思います。

イベントレポート

（アイコン／サイト名：かんたん似顔絵くん URL:https://charat.me/portrait/）

ロープワークを体験したり、メスティンでご飯を炊い
たり！防災に関わる様々な体験ができます。そのほか
にも、消防車の展示や消火器体験、また、お子様向け
の防災ワークショップや消防服コスプレ体験などもあ
ります。ぜひご参加ください。
開催日：9月23日（月・祝）午前10時～午後3時
会場：杉戸町コミュニティセンター
※イベントの詳しい内容は随時SNS等で発信していきます。
Instagram・Facebookアカウントのフォローをお願いいたします！

３ヶ月に一度の定期清掃のため全館休館させていただ
きます。ご迷惑をおかけいたしますがご理解の程よろ
しくお願いいたします。
休館日：9月25日（水）　終日
※ココティすぎと館内全ての施設に終日立入できません。
※図書は玄関前返却ポストへ返却をお願いします。

こんにちは、遅番スタッフの内
山です。
午後4時半過ぎからの担当なの
で、お会いできる機会も少ない
かもしれませんが．．．。
見た目は体が大きいですが気は
小さいです。良かったら声をか
けてください。

コミセンからこんにちは
～スタッフコメント～

コミセンからこんにちは
～スタッフコメント～

杉戸町コミュニティセンター杉戸町コミュニティセンター
〒３４５ー００３６
埼玉県北葛飾郡杉戸町杉戸 3丁目９番１０号
T E L ：０４８０ー５３ー７４００
Eメール：sugito.community＠machikatsu.co.jp
開館時間：午前９時～午後９時３０分
休館日：年末年始（１２月２９日～翌１月３日）

ホームページや各種 SNSもぜひご覧ください！

Instagram Facebook ホームページ
杉戸町マスコットキャラクター
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コミュニティセンターからの
お知らせ
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　すぎとニュースとは、杉戸町コミュニティセンターの情報誌で毎月 1 回発行します。内容は、
センターで活動している団体や、まちのキーパーソンの紹介、センターや町が主催のイベント
情報などを予定しております。PRしたいことなどございましたらぜひ情報をお寄せください！

小学生のためのなつやすみこどもワークショップ
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公益社団法人自彊術普及会
人生100年クラブ

コミセン団体紹介

活動人数：３クラス 33 名
活動内容：自彊術の実践・自彊術の普及活動
活動日：各日程月３～４回程度
月曜クラス・水曜クラス：幸手西公民館
火曜クラス：杉戸町コミュニティセンター

　2日間で延べ10基の神輿が渡御しましたが、昔は12もの町内会があり、10基以
上の神輿が出ていました。各町の高張提灯の淡い明かりが灯り、とても風情があ
る素晴らしい光景だったことを覚えています。
　山車は作られてから約80年の歴史があります。今は着色されていますが、当初
は欅の木目や色合いが美しかったんですよ。今回その山車の上で囃子の演奏をし
ていたのが、300年の歴史を持つ杉戸町無形文化財の茨島囃子保存会です。2016
年の「開宿400周年記念 宿場祭り」以来だったので非常に貴重な機会でした。
「祭り」は体験を通して受け継がれていく、地に着いたものです。人口減などで
課題もありますが、「杉戸夏まつり」は人を元気にして、町を活性化するチャン
スを秘めていると思っています。

毎年、皆さんが楽しみにされている「杉戸
夏まつり」が7月20日（土）、21日（日）
に行われました。伝統を保ち、時代に合わ
せた形態をもって愛されてきた夏まつりに
ついて、杉戸夏まつり実行委員会の木村三
樹男さんにお話をうかがいました。

①茨島囃子保存会の囃子とともに町内を練り歩く山車。②威勢のい
い掛け声が夕暮れに響く神輿渡御。③山車の素材は主に欅。背面の
彫刻も立派。④山車を先導する木村さん。⑤日本工業大学建築学科
吉村研究室の学生も設計に協力した山車蔵。コミュニティセンター
では令和7年3月に山車蔵に関する吉村英孝先生の講座を開催予定。

杉戸夏祭りは八坂神社の祭礼
として行われていました。
「天王様」という愛称で親し
まれながら、時代を経て今の
形になっていったのです。

杉戸町のもう一つのお祭り「古利根川流灯まつり」も8月3日（土）、4日
（日）に行われました。川面に映る灯篭の灯りが趣深く、勢いと活気に満ち
た「杉戸夏まつり」とは対照的な静謐な情景が印象的です。当日は、「お休
み処」で地元有志の方々が焼きそばやお酒の販売を手がけたり、開催本部に
設置されたステージで吹奏楽の演奏やよさこい無邪気による演舞が披露され
たりと、街の皆さんがお祭りの雰囲気を盛り上げていました。来年で30回目
の節目を迎える「古利根川流灯まつり」。 「杉戸夏まつり」とともに杉戸町
の歴史を紡ぎ、人を繋いでいく夏の風物詩が今後も楽しみです。

杉戸町行政区・区長会長でもある木村三樹男さん。
以前は神輿も担がれていたそうです。
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木村三樹男さん（杉戸夏まつり実行委員会）に聞く

杉戸夏まつり

夜の川面を彩る「静」の祭り
古利根川流灯まつり


